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T-1220の 臨床使用成績 について

主として外科手術後感染予防の面からの検討

阿 保 七 三 郎

秋田大学医学部第二外科学教室

近年,外 科領域における術後感染は,グ ラム陰性桿菌

による場合が比較的多 くなってきている。なかでも消化

管の術後感染症においては,そ の傾向は大であ り,感 染

の有無が予後に大 きな影響を与えることから,抗 生剤の

選択には十分な注意を払 う必要がある。

T-1220は ピペ ラジン基を有するアンピシリンの誘導

体の一っとして富山化学工業(株)が開発した注射用の半合

成ペニシリン系抗生物質である。本剤は,グ ラム陽性 ・

陰性の各種細菌に対し,広 範囲なスペク トラムを有 し,

グ ラム陰性桿菌,特 にPsezedomones, Klebsiella, Pretezgsお

よびSerratiaな どに優れた抗菌力を示すといわれ てい

る1)。そこで今回は主として,消 化管術後の感染予防 を

目的 として本剤を使用し,そ の有効性と安全性を検討し

た。

I. 使 用 対 象

検索対象15例 はすべて外科手術施行例で,疾 患別に

は胃癌8例(こ のうち胃全摘3例,近 位胃切除2例,胃

前庭部切除2例,試 験開腹1例),胃 潰 瘍2例,十 二指

腸潰瘍1例,腹 部外傷にもとつ く腸管破裂による急性腹

膜炎1例 で,そ の他胆石症,乳 癌および甲状腺腫各1例

である。

II. 本剤の投与法と投与量

手術当日よ り1回29を ラクテック500mlに 溶解し

て点滴静沖し.1日6gを 禅 日使用した。

Table 1 Clinical result
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総量は症例により309～609で あったが,69/day×

7(日),総 量42g使 用 した ものが10例 で もっ とも標

準的投与量であつた。30g使 用例は経過中膀胱炎を合併

し,本 剤使用にもかかわらず発熱持続をみたため他薬剤

に変更 した もので,60g使 用例は胃癌による癌性腹膜炎

に慢性膵炎を合併 して疼痛持続をみたため比較的長期に

使用 した症例であった。

III. 臨 床 効 果

15例中腹部外傷による急性汎発性腹膜炎例を除けば

他の症例はすべて無菌的操作により手術したが,術 後縫

合不全発生は1例 もなく,また創感染例もまったくみら

れなかった。前述の外傷性腸管破裂による急性腹膜炎の

症例は受傷後6時 間を経て開腹手術を施行したが,腹 膜

内滲出液の緬菌培養は陰性で,手 術による腸管吻合と腹

Table 2 Clinical laboratory findings
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腔 ドレナージによって一次的に治癒した。 これ らの点か

ら術後感染予防の目的では本剤1日6g静 注法は有効 と

考えられた(Table 1)。

W.副 作 用の検 討

15例 中胃癌のため胃前庭部 切除 後 ビル ロー トI法 に

より胃十二指腸を吻合した1例(症 例4)に おいて本剤

使用中4日 目に口内炎ならびに両口唇 角部 に水疱 形成

をみとめたが,他 に異常所見はなかったため本剤の使用

をそのまま継続した。水疱は間 もなく糜 爛 を形 成 した

が,本 剤1週 間投与後約5日 目には痂皮形成がみられ,

口内炎 も自然治癒をみた。他症例にこのような症状はみ

られず,ま たこの症例でも本剤使用後まもなく自然治癒

をみたことから,こ の場合の口内炎と口角炎は本剤の直

接の副作用 とは断定しがたく他に原因を求むべ きと考 え

る。その他本剤の使用前,使 用中および使用後における

血液一般検査,肝 機能,腎 機能,尿 検査および電解質変

動について検索した結果,原 疾患により多少の差異は認

めたが,本 剤使用による明らかな悪影響はみられなかっ

た(Table 2)。

ま と め

T-1220を 外科的手術15例 において術後感染 予防の

目的で69/day点 滴静注法により5～10日 間連続 使用

した。急性汎発性腹膜炎1例 を含め感染予防の目的は充

分達成できたと考えられる。胃癌手術の1例 で投薬中口

内炎および口角炎の発生をみたが,本 剤使用を継続しそ

の後自然治癒を認めたことか ら本剤によるものとは断定

し難い。またその他副作用について種々の面よ り検討し

たが,臨 床上特に問題 とすべ き所見はみられなかった。

以上のことよりT-1220は 効 力および安全性の面から見

て外科領域術後感染症に対 し有用な薬剤と思われる。
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For the purpose of protection against post-operative infection T-1220 was administered 
to surgically operated 15 cases at 6 g/day for 5-10 days successively by intravenous drip 
infusion. The result shows that the protective effect against infection including a case 
of acute diffused peritonitis was satisfactory. In a case of gastric cancer operated stomatitis 
and commissural cheilitis were observed during administration of the drug, but using 
further this drug successively, the syndrome were naturally cured. On side effect in- 
vestigation any clinical finding to be worth special mention was not observed.


